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Ⅰ．はじめに

北翔大学・北方圏生涯スポーツ研究センター（以下，

Sporと称す）は「人間科学・地域研究」を重点研究領
域とする共同研究プロジェクトの機関であり，多方面の

研究分野の活動から生涯スポーツ文化の創造・形成に貢

献することを目的として設立された１）。

今回，当センターの健康スポーツ研究分野・ゴルポッ

カ推進部は北方の各地域と連携できる機会をニュースポー

ツに求め，これと関連するネットワークを構築し，一般

住民の健康・体力づくりに直接的あるいは間接的に加担

し，多くの人々が日常の活動量を保持しながら末長く明

るい，楽しい生活を過ごせるような方策をみつけること

とした。

Ⅱ．情報交換会の場とするニュースポーツ研究会

ゴルポッカ推進部ではゴルポッカスポーツを介して日

頃一般住民と頻繁に交流を深めている（図１）。これは

当センター設立当時寒冷地スポーツ推進研究部員ら注１）に

よって考案され２），平成１９年２月に初めて一般に公開さ

れた３）。当時，われわれはニュースポーツの開発に先だっ

て「これまで体験したことがない，気軽にできる，積雪

地域の特性を活かせる」スポーツをキーワードに国内外

の情報を探し求め，また協議を重ねながらゴルポッカ誕

生にようやくたどり着いた。この普及活動については研

究員全員があらゆる地域を訪問し，例えば，冬祭りの呼

び物として実演し，実技指導の講習会を開き，またこれ

らの状況記録をメディアから有効に伝えてもらった。そ

の結果，「見た」，「聞いた」，「した」という多くの住民

たちが気軽にゴルポッカと接し，また厳冬にも負けず活

発に動いた。このように，一般住民がニュースポーツを

認識し，自由に活用できるまでには長い時間と準備が必

要である。

もう一つの話題として，過去に帯広市と近郊の町の教

育委員会が共同で作成した「十勝圏広域スポーツセンター

のニュースポーツガイドブック」４）は一般向けの活動手引

き書であるが，残念ながら，この貴重な情報は限られた

地域のなかでしか活用されていなかった。

そこで本研究会は，あらゆる年齢層の住民に対して当

初の目的である体力や健康の維持・増進の目標に向けて

“多くの情報ネットワークをつくろう～ニュースポーツ

を広め，試そう，元気になろう～”のテーマのもとで参

加者が将来ニュースポーツの愛好者あるいは指導者となっ

て積極的に活動することを目的に，「第一回の情報交換

の場とするニュースポーツ研究会」を開催することに

なった。

ニュースポーツ研究会の報告は，以下の内容である。

１．情報交換の場とする研究会の「Ｎスポ会」とは

本研究会は，北方の地域住民らがニュースポーツに関

する情報を収集し，そして意見を交換しながら活用法を

共有し，そして新たなスポーツ開発のきっかけづくりを

ねらいとし，“北方の：Northern�，“新しいスポーツ：New

sports�，“ネットワーク：Network�の意味を含めて「Ｎ
スポ会」と略称した（図２）。ニュースポーツ研究会は，

以下「Ｎスポ会」と称す。

１）北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター

２）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
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図１ 平成２５年１月１３日付北海道新聞（朝刊）：中学生のゴルポッカを楽しむ記事
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図２ 第一回Ｎスポ会のポスター（白川和希研究員 作製）
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２．参加者および所属について

人数は総勢２８名（男２３名，女５名）が参加した。所属

は津別町，紋別市，雄武町，大空町，興部町，滝上町の

各市町の教育委員会，また NPO法人の北海道スポーツ
コンシェルジュ，札幌市役所市民部宮の森まちづくりセ

ンター，北方圏体育スポーツ研究会，Ｓスポーツクラブ，

北方圏生涯スポーツ研究センター，北翔大学（生涯スポー

ツ学部の学生）であった。

３．開催日時・場所，プログラムの内容

実技および口頭発表会は平成２４年３月２日（金）午前

の部と午後の部に分けて実施した。実技編ではニュース

ポーツのデモンストレーションを北翔大学構内の屋外会

場のサッカーグラウンドおよび一部を貸し切った駐車場，

また屋内会場では Sporの多目的ホール１階を使用し
（写真１，写真２），口頭発表は Sporの大会議室６階
でおこなった。表１，表２には当日の午前と午後のプロ

グラムの内容を示した。

�０９：００
�１０：００
�１０：３０

～１０：４５
�１１：００

～１２：００
１２：００

～１３：１５

受付
開会式 （Ｎスポ会 実行委員長 小田 史郎）
実践発表①「ブルームボール」（資料１）
雄武町教育委員会 佐藤 公輔／川村 貴紀

実践発表②「ゴルディック」（表３）
健康スポーツ研究分野 研究員 白川 和希／加藤 満

実践発表③「ゴルポッカ」（表３）
健康スポーツ研究分野 研究員 上田 知行／白川 和希

�Spor多目的ホール前
�Spor多目的ホール１階
－屋外駐車場：
赤色のパイロンでの空間
－屋外駐車場隣

－多目的グラウンド
（サッカー場）

表１ 【午前の部】大学構内の屋外施設

※ 当日，実践発表の時間が延びた種目もあった。

�１３：１５
～１４：１５

�１４：２０
～１５：１０

１５：２０
～１５：３５

１５：４０
～１５：５５

１６：００
～１６：４０

１６：４０

実践発表④「ストロングファイター」（資料２）
紋別市教育委員会 大和 博之
興部町教育委員会 山本 悠貴
滝上町教育委員会 水上 良一

実践発表⑤「ゴルクール」（表３）（写真３）
トータルサポート研究分野 研究員 小田 史郎
健康スポーツ研究分野 研究員 白川 和希

【座長】健康スポーツ研究分野 研究員 上田 知行
口頭発表①「新スポーツ・ゴルポッカによる地域住民の活動効

果および実践指導における問題点について�現場か
らの報告�

津別町教育委員会 石川 波江

口頭発表②「高齢者向けに新スポーツ・ゴルポッカを実践し，
その成果について」

札幌市中央区市民部宮の森まちづくりセンター
加藤 修

◇第一回Ｎスポ会開催記念講演（司会 上田 知行）
「ニュースポーツの役割」
北方圏体育スポーツ研究会 会長（北星学園大学 教授）

武田 秀勝

閉会式
（研究会実行委員より）
・実行委員からの挨拶，今後のＮスポ会の活動について
・参加者全員に研究会の要望および感想について質問紙調査

�Spor多目的ホール３階

�Spor多目的ホール１階

�Spor会議室６階

表２ 【午後の部】屋内施設（北方圏生涯スポーツ研究センター）
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写真１ Ｎスポ会の開催，実行委員長の小田史郎研究員の挨拶

写真２ 雄武町教育委員会の佐藤公輔氏による「ブルーム

ボール」の実技指導風景（北翔大学南駐車場の一

部を使用して）

写真３ 考案者小田史郎研究員による「ゴルクール」の実

技指導風景
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ゴルポッカ ゴルクール（写真３） ゴルディック

時期，場
所，用具

・冬季
・雪原（どこでも）
・パークゴルフ用クラブの使用可
・カンジキ，スノーシュー
・柔らかいソフトボール型色付きボール

・夏には屋外で，屋内では年中できる。
・パークゴルフ用クラブ
・ゴルポッカで使用する柔らかい色付き
ボール
・打つボールを簡易プール（水を入れた
り，水なしでも可），また代用として
道具収納箱に入れたり，コーンに当て
たりする。
・床上のティーペグにボールを置いて打
つ。

・冬季
・雪上歩くスキーコース
・ゴルフクラブ（古いアイアンクラブ）
・硬式テニスボール
・カンジキか，歩くスキー板とストック

内容，プ
レー人数
など

・プレー人数は制限なし
・１グループ：２～４名
・競技形式
通常のゴルフ・スポーツと同じく的と
なるバイロン（コーン）に当てた打数
を記録。
※ 的は立木や電柱も可である。

・ゴルポッカの夏版としてアレンジし，
ゴルフの要領でボールを打ち，いくつ
かの簡易プールに入れた得点を競うス
ポーツ
・競技形式
打つことのできる数はプールの数より
若干多めに設定する。プールに入った
ら，１得点。もし水が入っていて打っ
たボールがプール外に出れば得点され
ない。

・プレー人数は１チーム３名とする。
・９ホール（全長１，１２０ｍ）
・競技形式
チームの申告所要時間と打数を得点に
換算する。できるだけ申告時間に近い
チームの得点が高い。
※ 得点の算出は大会事務局の紋別市教
育委員会の方式による。

運動の感
想

・プレー中コース上でハプニングが生じ
るので，必ずしもゴルフテクニックが
優先するとは限らない。
・踏み固められていない雪原を歩いて９
～１０ホールを進むので，最初は寒いけ
れど直ぐにからだがポッカポッカ暖か
くなる（ゴルフ＋ポッカポッカ：ゴル
ポッカ）。
・深雪で実施する場合，高齢者にはかな
りからだの負担が大きい。注意！

・楽しむ年齢は，小さな子どもから高齢
者まで幅広い。家族で遊べる。
・簡単なルールで，得点にこだわり，夢
中になってしまう。
・楽しむ場所を考えてプレーをいろいろ
アレンジできるので，面白いスポーツ。

・ゴルフの初心者でも９ホールを廻って
くる申告タイムが正確か近い数値であ
れば，上位をねらえる。
・楽しむ年齢層がこどもから高齢者まで。
・スコアを気にしながら，歩くスキーも
同時に楽しめる。
・チームワークが求められる。

よい点，
課題など

・冬場の屋外なので吹雪や強い降雪など
では難しく，天候に左右される。
・使用するボール（ノーパンクボール）
・夏のパークゴルフ用クラブが使用可

・準備が簡単であり，自宅の庭で遊べる。
・ボールが，あまり遠くまで飛び過ぎな
いように注意する。
・幼い子どもの場合，できるだけ打ちや
すいように，またボールを的に入れや
すいようにアレンジできる。

・競技のための歩くスキーコースとして
設営するので，普段個人だけでは実施
できない。
・必ず雪上で実施するので，雪が積もっ
ている場所を確保する。

表３ ３つのニュースポーツ種目の特徴
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資料１ 雄武町教育委員会：Broom Ball（ブルームボール）
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資料２ 紋別市，興部町，滝上町の教育委員会：Strong Fighter（ストロング ファイター）
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Ⅲ．現場からのニュースポーツ実践指導報告および

記念講演

つぎの内容については，著者らが研究会開始から終了

までをＶＴＲカメラで収録したものから記述した。

１．「ニュースポーツ・ゴルポッカによる地域住民の活

動効果および実践指導における問題点について�現場
からの報告�」（発表者：津別町教育委員会社会教育課
社会主事 石川 波江）

町内の小学生を対象に実施したゴルポッカは，最初冬

祭りの一イベントの種目であったが，３年継続して冬季

間いつでも気軽に，児童から高齢者まで広い年齢層で楽

しめるようになった。今後は住民の固定したスポーツ

（生涯のスポーツ）として展開することを考えたい。冬

のかなり厳しい気象条件下高齢者の指導の場合健康上十

分な配慮が必要であり，事故の無いように進めていきた

い。特に，サポートのためのスタッフ確保が大事である。

２．「高齢者向けにニュースポーツ・ゴルポッカを実践

し，その成果について」（発表者：札幌市中央区市民

部宮の森まちづくりセンター 所長 加藤 修）

われわれは４年間毎年２回実施している（天候の悪化

で直前に中止になった年もあった）。最初の年は参加者

が１０名程度と少なかったが，翌年早い時期から町内会に

回覧で広報したところ，徐々に増えた。プレー後の感想

では冬の戸外で「こんなに楽しく遊べるとは思わなかっ

た」などと述べていた。これまでの参加者は女性が大半

を占めていたが，平成２３年シーズンでは事前に「宮の森

ゴルポッカ大会」を回覧で案内すると，５０歳代から８０歳

代まで幅広い年齢の参加者がさらに増え，特に男性が大

勢加わった。宮の森地区住民がニュースポーツを簡単に

受け入れたのは自由に活動できる自然環境が整っており，

ごく当たり前に運動する習慣が身についているように思

える。参加者は冬の寒さでも体力および健康の維持・増

進のためにゴルポッカを心から楽しんでいた。

３．第一回Ｎスポ会の記念講演

「ニュースポーツの役割」（北方圏体育スポーツ研究

会会長 北星学園大学教授 武田秀勝）

生涯を通じておこなうスポーツ活動は心身にきわめて

重要であり，新たなスポーツの誕生がより多くの住民た

ちの活動幅を広げ，特に脳神経系の働きにはよい影響を

及ぼす。

Ⅳ．道東地域の３市町教育委員会によるニュースポー

ツの課題

１．滝上町教育委員会

今後自由度の多いニュースポーツを推進するには一方

で高齢者向けの生涯を通じて楽しみながら健康の維持・

増進を目標に，他方では若い年齢層向けに競技性を高め

ていくことも考え両面から検討して行きたい。

２．雄武町教育委員会

発信地（研究会開催地）から離れているわれわれはこ

のＮスポ会でいろいろな地域の指導者たちと交流し，さ

まざまな情報を交換できて非常に有意義な時間を過ごし

た。今回発表したブルームボールは我が地域の小学校の

体育実技授業に取り入れられている。われわれは他の地

域と連携しながらニュースポーツをシーズン通して実施

できるように取り組んでいる。

３．興部町教育委員会

われわれの地域の小学校では２年前から戸外の雪遊び

に“ゴルポッカ”を採用し，児童生徒にたいへん好評で

ある。このスポーツは用具類購入の経済的な問題がほと

んど無く，プレー中のルールも難しくないので，広い年

齢層の住民にも親しみやすい。今後，教育委員会側の役

割は一般住民の多くが参加できる，厳しい冬を健康的に

暮せる組織づくりである。われわれは今回のようにニュー

スポーツ関係の情報を身近で触れる機会が少ないので，

Ｎスポ会に対する期待が大きく，より一層の発展を願っ

ている。

Ⅴ．Ｎスポ会に関した参加者からの要望や感想

つぎの内容は，参加者全員に質問紙調査を実施し，そ

れをまとめたものである。

１．Ｎスポ会は研究会の趣旨に沿った進め方をしており，

第一回記念講演の内容も興味深かった。また北翔大学

学生の積極的なサポートが目立った。

２．今回の参加で得たことを管外の教育機関にも伝えた

い。

３．いろいろなニュースポーツを経験することができて

大変有意義な時間を過ごした。まだまだ多くのニュー

スポーツがあると思うので，できるだけまめに情報を

探し，それを競技大会の立ち上げに結び付けたい。要

望はこれからも情報交換会の場を定期的に開催し，多

方面とのネットワークづくりができるように取り組ん

でほしい。

４．ブルームボールは楽しかったが，骨折などの怪我の

危険性がやや高いと感じた。道具の修正が必要と思う。
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５．ゴルディック，ゴルポッカ，ゴルクールなどは楽し

かった。

６．ストロングファイターについて，プレー中ボールが

心臓に当たった場合危険な状況になる心配がある。感

想としてはボールがからだに当たったことを申告する

厳しいルールの方がよい。

７．ニュースポーツの発展性や広がりを再認識すること

ができた。道内の市町村では生涯スポーツを考えるな

かでニュースポーツは重要な役割を持っている。運動

をしない子やその親には運動の場に引っ張り出して

「スポーツは楽しかった」と思わせて興味を持たせる

こと，それを習慣づけることが必要だ。そのための

ニュースポーツは有用なツールだと思う。

８．Ｎスポ会には様々な活動をしている方々が参加して

いるが，ニュースポーツを通じて交流できたことはネッ

トワークをつくる上で良い機会だったと思う。今後は

たくさんの住民も参加できるように発展を願っている。

反面，今回のような小規模の会の雰囲気が良く，参加

者同士と積極的にコミュニケーションが取れたので楽

しかった。また参加したい。

９．今回ブルームボールの説明では短い時間だったので，

次回は規定の人数で本格的なゲーム形式で実施したい。

そうすると初めてスポーツに触れる人でも理解できる。

Ⅵ．まとめと今後の課題

今回のＮスポ会にはオホーツク教育局，札幌市役所，

北方圏体育スポーツ研究会の参加者総勢２８名が北翔大学

北方圏生涯スポーツ研究センターに集合した。発表形式

では実技も交えた発表内容なので，発表者側と聞く側と

の間で意見の交換がよくできたし，時間の流れや配分も

スムーズであった。通常の研究会形式ではポスターか，

口頭で発表するが，今回はニュースポーツの実技が中心

なので，限られた時間帯内で触れ，試し，確認すること

がねらいであった。しかし，Ｎスポ会の趣旨を考えると，

今後の開催ではできるだけたくさんの情報や参加者のな

かで意見の交換をすることが，もし，時間的な問題が解

決できれば，ネットワークづくりに有効と考え，そのう

えで北方の多くの人々がニュースポーツで身体運動を活

発にできるように押し進めたい。

脚 注

注１）北翔大学・北方圏生涯スポーツ研究センターは文

部科学省の私立大学学術研究高度化事業，「学術フロ

ンティア推進事業」の選定を受け，平成１６年４月より

５ヶ年計画プロジェクト「北方圏における生涯スポー

ツ社会の構築に関する総合的研究」が進められた。そ

の一研究分野である。
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施したものである。
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